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1．気候変動の深刻さ 

産業革命以降CO2が増大し続け、地球温暖化の諸症状が顕著に現れるようになっています。 

このまま放置できないことは自明で化石燃料の使用を減らす環境対策が急務になっております。対策

としては太陽電池や風力発電といった創エネルギーとハイブリッド車に代表される省エネルギーがあり

ますが、日本の技術はいずれも世界をリードする水準にあります。これは資源をもたないハンディを智

恵で乗り越えてきた賜物だと思います。世界のエネルギー資源は現状の使用量のままとみても石油の

可採年数が41年、天然ガスが63年、石炭が147年で、これに人口の伸びによるエネルギー消費の増

加を換算すると化石燃料は2020年から2030年にピークを迎えます。原子力は多くは期待できず、以降

はエネルギーの需要と供給のギャップが増大します。 

このギャップを埋めるものが太陽光エネルギーです。太 

陽光エネルギーは地表に到達する1時間のエネルギー 

で全人類1年分のエネルギーを賄えるほど無尽蔵でか 

つクリーンで地域偏在性がありません。この太陽エネル 

ギーを半導体のpn接合で直接電気エネルギーに変換 

できるのが太陽電池です。太陽電池を製造するのに要 

するエネルギーを1年間にその太陽電池が発電するエ 

ネルギーで割ったものをエネルギー回収年数といいますがアモルファス系で1年、結晶系で1.5～2年

となり、太陽電池の寿命はそれを上回りますので自己増殖が可能なわけです。 

2．太陽光発電の歴史を振り返る 

太陽電池は1954年にピアソンがpn接合で光電効果があることを発見したことを原点としています。 

その後LSI産業と違って長く不遇な時代を経て、今花開こうとしています。当初は変換効率が悪かった

ため、米国の人工衛星など軍事目的に限られていました。1980年代には米国などでは効率の悪さか

ら実用化が進まず、撤退するところも多くありました。それに対し、当時太陽電池を開発していた日本

の関西家電系では化学電池の代わりに電卓用電源として太陽電池を使い始め、開発実用化をリード

してきました。1990 年代に入って太陽電池の効率が10 ％を越し、電力用に使うことが可能になりまし

た。このころフロン問題に端を発した地球環境問題が注目されるようになり太陽電池の実力が再認識

されだしました。業界の働きかけで1992年に電力会社に太陽光で発電した電力を買い取る仕組みが

できました。これを契機に私の交野市の自宅で個人住宅用太陽光発電を始めました。17年経過して

いますが発電性能は安定的に発電しています。ただ当時は価格が高かったので、国に働きかけ普及

のための助成制度ができ、その後、日本の太陽電池産業は急速に成長しました。この日本の制度を

見ていたドイツは、通常電力の3～4倍の価格で買い取る仕組み（フィードインタリフという制度）を作っ



て急速に太陽光発電が普及させています。この制度はその後EU諸国に広がり、韓国も最近導入しま

した。このような制度によって、太陽電池の世界の生産量は飛躍的に伸びており、今や原料シリコン生

産量の半分は太陽電池向けになっています。シャープ、京セラ、三洋等も設備投資を積極的に行い、

生産量を拡大しています。 

3．太陽光発電の実力は！ 

家庭用3kWの太陽光発電システムを1台設置すると年 

間約630リットルの石油を節約でき、これをCO2に換算す 

ると1.7tの削減になります。日本の住宅や事業所の80％ 

に太陽電池を設置すると日本の総発電量の30％に相当 

する2400億kWh/年の電力を賄えることになり、これは原 

子力発電分に相当します。これを石油に換算すると5000 

万kl、CO2削減量で1.3億トンになります。これは日本の 

総排出量のほぼ10％になり、京都議定書にさだめられた削減量をほぼ賄える数字になります。太陽電

池の発電コストは効率の上昇と量産効果によりこの50年間に100分の1になっています。あと1/2から

1/4にすると市販電力に対して競争力が出来ます。NEDOでは2030年に発電所コスト7円/kWhにする

ロードマップを作っています。このコストはシステム寿命を20年と仮定して計算したものですが、現実に

パネルはもっと長持ちするわけで寿命を60年に延長できればもっと格安になる計算です。これからの

太陽電池のコストを下げ、普及を図るには似たプロセスを持つ半導体に携わった方々の経験を是非

活用していただきたいと考えています。太陽電池産業は世界で現在1兆円、近く10兆円の規模になり

ます。化石エネルギーが400兆円のレベルですので200兆円のレベルの巨大産業になりうると思いま

す。 

4．そして未来に向けて！ 

未来への夢として世界の砂漠地帯に太陽光発電システムを設置し、これらを送電ケーブルのネット

で結ぶGENESIS計画を約20年前に提唱しました。2010年の全世界エネルギーの消費予測を石油に

換算すると140億kl/年になります。これを変換効率10％の 

太陽光発電で全部賄うとすると仮定すると、802km2で十 

分です。これは地球の全砂漠面積の4 ％に過ぎません。 

気宇壮大な話ですが各家庭やビルでの太陽光発電を 

展開し、そのような太陽光発電のローカルなネットワーク 

を徐々に拡大し、最後は砂漠に大規模な太陽光発電所 

を設置しそれを繋いでいくという計画です。送電線の問 

題では住友電工さんが長年研究開発していました高温 

超伝導ケーブルでブレイクスルーが起こり、実用的な高 

温超伝導ケーブルが開発され、そのケーブルを用いて、米国で実用に向けて実験されている段階に

入っています。このジェネシス計画を50 年かけて実現すると仮定すると年間に200 兆円、世界の

GDPの4 ％をかける必要があります。大変な金額ですが、世界の環境を守るためには必要な出費だと

思います。 

 

 


